
○避難所の更なる生活環境の向上に向けて

２年で導入した資機材の数
段ボールベッド 簡易ベッド パーティション

令和７年度 200台 200台 400張
令和８年度 ー 100台 100張
備蓄計（※） 225台 400台 600張

※令和６年度以前に購入したものを含めた数。

○避難場所の暑さ・寒さを防ぐために

○資機材の設置訓練など防災研修を実施しませんか

防災資機材を拡充しました
問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

　市は令和７年に続き、国の交付金（地域未来交付金）を活用し、避難所における生活環境の改善を図るた
めの資機材を導入しています。また、令和７年カムチャツカ半島沖地震の津波警報の対応における教訓を踏
まえ、避難場所での暑さ・寒さ対策として、高台備蓄倉庫と多目的テントの整備を進めています。

　災害時には、避難所と避難場所で避難者自身が防災資機材を設置することが想定されるため、普段から
の取り組みとして、市内に備蓄している資機材の使い方を知ることが重要です。市は、町内会や学校、団
体、企業などの依頼に応じて、資機材の設置訓練や避難所運営訓練、災害に関する各種講話、意見交換会
などの防災研修を実施しています。
　防災研修を希望される方は、総務グループ（防災担当）にご連絡ください。研修内容はご要望に合わせ
た構成にすることも可能です。

　避難所での感染症対策のため、床面から一定程度の高さを確保
し、砂やほこりの吸引を抑制することができる簡易ベッドなどを
導入しました。また、避難所におけるプライバシー確保のため、
パーティション（間仕切り）を引き続き拡充しています。

　津波災害をはじめ、災害が突発的
に発生したときは、避難所が開設さ
れるまでの間は屋外の避難場所で過
ごすこととなります。避難場所で避
難者の暑さ・寒さなどの負担を軽減
するために市内５カ所に高台備蓄倉
庫を新たに設置します。
　今年は鷲別地区（鷲別１丁目広
場）・新生地区（若草望洋広場）の
２カ所に設置し、残りは令和９年度
以降に順次設置を進めます。

　高台備蓄倉庫には、暑さ・寒さ対策のための多目的テント２張、
アルミシート100枚のほか、トイレ環境の整備のために簡易トイ
レ２台、トイレ用テント２張、携帯トイレ500個を備蓄します。

▲�１分程度で設置できる折りたたみ簡易
ベッド
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